
 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１７日（水）から、総合的な探究の時
間（本校では、「ＮＣＡ」と呼んでいます。）
において、普通科の２年次生を対象とした課題
研究が始まりました。このたびの課題研究で
は、１年次で身に付けた課題研究の方法を生か
しながら、図１のように課題を発見する力や解
決する力、研究の成果を伝える力の向上を目指
しています。１１月１７日（水）には、体育館
においてガイダンスが行われた後、早速、多様
な視点から課題を発見する力を育むリレー探
究に参加しました。リレー探究のテーマは、
「東京オリンピック２０２０を考察する」で、
表１に示した四つの教科・科目等による講座
が実施されました。１２月８日（水）からは、
研究班に分かれて課題研究に取り組み始めて
います。このたびのリレー探究に加え、７月に
開催したロジカルシンキング講座や１月に開
催を予定しているポスター発表練習会等で学
んだことを生かしながら、すべての研究班がよ
りよい成果を残せることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１１月１７日（水）に探究科の２年次生を対象とした発展

探究校内発表会のガイダンスと論文作成講座を実施しまし
た。ガイダンスでは、８分間の口頭発表で研究成果をより分
かりやすく伝えるためには、中間報告会でいただいたアドバ
イスや発表の様子を記録した動画をしっかり分析することが大切であることが説明されま
した。また、論文作成講座では、１年次に学んだ論文作成の講座を振り返りながら、項目
の立て方やそれぞれの項目に書く内容について説明がありました。例年、序論に研究の動
機のみを述べたものや、調査、観察、実験の結果とその考察が混在した論文が見られます。
さらに、取り組んだ観察、実験をすべて記載してしまうため、論理的に展開された研究に
見えない論文もあります。１年かけて自分たちの力で取り組んできた大切な研究です。成
果を多くの人に伝えることができるように、じっくり検討して執筆してください。 

表１ リレー探究で実施した講座と内容 

講 座 内 容 

保健体育 
近代オリンピックの歴史をたどりながら、オリ

ンピックを開催する意義の変遷について学ぶ。 

英 語 
オリンピックの復興を唱えたピエール・

ド・クーベルタン男爵の言葉をもとにし
て、英語を用いたディベートに挑戦する。 

情 報 
オリンピックと技術革新との関係を

通信技術の進歩を追いながら探る。 

物 理 
短距離走やサーフィンを例に挙げな

がら、身体の動きを物理的に解析する。 
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普通科の２年次生を対象とした「課題研究」が始まりました。 

保健体育講座 情報講座 物理講座 英語講座 

論文作成講座に参加する生徒 

図１ 課題研究により育まれる力 



 

 

１１月１０日（水)に探究科の２年次生が
立命館アジア太平洋大学（以下、「ＡＰＵ」
という。）を訪問しました。新型コロナウイ
ルス感染症を防ぐため、校内での活動が増え
ていましたが、久々に校外に出て活動するこ
とができました。ＡＰＵは大分県別府市にあ
る大学で、およそ５,０００人の学生のうち
半数が海外から来日した国際学生（以下、「留
学生」という。）で構成されている大学で、
キャンパスでは様々な言語が飛び交ってい
ます。このたびの訪問では、ＧＡＳＳ（ＡＰ
Ｕのオープンキャンパス等を運営する学生
団体）に所属する学生の皆さんのサポートを
受けながら、活動しました。午前中のキャン
パスツアーでは、ＡＰＵの図書館やおよそ
１,３００人の生徒が生活するＡＰハウス
（学生寮）を紹介していただきました。その
後、学食に移動し昼食をとりました。本校の
生徒にとっては初めての経験であるカフェテ
リア形式の学食に戸惑いながらも、タイカレー
やハラルフードなど留学生が多い大学ならで
はのメニューを楽しむことができました。 

午後は、課題研究の研究班に分かれて、フリーインタビューに挑戦しました。研究班の
多くは、課題研究に関わる質問を、キャンパスにいる留学生に英語で尋ねました。初対面
の留学生に英語で話しかけることの難しさを感じつつも、研究班のメンバーと協力しなが
ら積極的に活動できたようです。講義室に戻り、留学生の皆さんから助言を頂きながら、
フリーインタビューの成果を英語でポスターにまとめました。ポスターセッションでは、
それぞれの研究班でつくったポスターを用いて、英語で成果を報告することができました。 

すべての活動が終了した後に、生徒を対象
として行ったアンケート調査には「自分の
英語でも意思疎通ができたので、充実感と
満足感に満ち溢れた１日だった」「留学生の
方はとても親切で、外国の考え方を分かり
やすく教えてくれた」「ＡＰＵが、いろいろ
な文化やルールがあって当たり前の環境
だったことに感激した」等の感想がありま
した。参加した生徒は、１日中英語を活用す
る活動に、復路の車中では疲れている様子
が見てとれましたが、普段の学校生活では
得難いよい経験を積むことができました。 

ＡＰＵのシンボルタワー（ツインタワー）の前で記念撮影 

ＧＡＳＳの皆さんと図書館やＡＰハウスを見学する生徒 

カフェテリアで昼食をとる生徒 

ポスターセッションにおいて英語で発表する生徒 

留学生とポスター作りに取り組む生徒 

留学生にフリーインタビューを行う生徒 


